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－県ベスト４進出！－ ５月２０日（月）の３・４時間目、今年度の第１回

５月１８日（土）・１９日（日）の２日間に渡っ 生徒総会が行われました。総会では、スローガン・活

て県中学校選抜野球大会が行われました。三珠・市 動方針をはじめ、生徒会執行部・各委員会・各部の年

川合同チームは１８日（土） 間活動計画、学級目標、生徒会予算などが承認されま

にアルカディア南部総合公 した。▼今年度の生

園野球場において１回戦、 徒会スローガンは

山梨北・南合同チームに４ 『劦（ちから）』。実

－３で競り勝ち、ベスト８ 行力・団結力・率先

に進出。翌１９日(日)にふ 力、３つの学年が日

じでん球場において準々決 々の学校生活の中で

勝、甲府北東・北西合同チ これら３つの力を意識し、身につけ、協力できたとき、

ームに４－０で完勝し、見事、県ベスト４に名乗り 三珠中は更に活気のある学校へ発展していきます。

をあげました。▼１回戦は昨秋の県新人大会ベスト 『劦』は『劦う』と書けば『かなう』とも読むことが

一 二 三 四 五 六 七 計 できます。この日承認された

山梨北・南 ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ ３ スローガン『劦』の下、３つ

三珠・市川 ３ ０ ０ ０ １ ０ × ４ の学年の力を結集させ、活気

４の強敵でしたが、三珠・市川合同チームは初回か ある三珠中生徒会を築いてい

らツーランスクイズなど選手と監督の采配がかみ合 きましょう。▼議事の終わり

って３点を先制します。その後、徐々に相手ペース の方では執行部から、三珠中

となるものの５回の裏に追加点を奪い、点差を広げ の良き伝統である『先言後礼

ます。最終回、１点差とされ、なおも１アウト２塁 はなぜ必要か？』、『先言後礼を徹底するために必要な

と一打同点のピンチを迎えたものの続く２人の打者 気持ちや取組は何か』、『進んであいさつができるよう

を連続三振に仕留め逃げ切りに成功、県ベスト８に になるにはどの

進出します。▼県ベスト４をかけた準々決勝は投打 ような取り組み

がかみ合い、難敵甲府北東・北西合同チームに一度 や気持ちが必要

も流れを渡すことなく４－０の完勝。見事、県ベス か？』について

ト４に進出します。試合に出た選手の頑張りはもち 生活班ごとに考

ろんですが、ボールボーイやコーチングを頑張った える時間が設け

ベンチメンバー、一生懸命に応援した１年生部員や られました。話

スタンドの家族、そして熱い指導でこの素晴らしい し合いは活発に

チームをつくりあげた監督・コーチ、みんなの気持 行われ、伝統の継承を改めて確認できたり、あいさつ

ちがひとつになっての結果だと思います。▼２５日 推進のための斬新なアイディアなどが出されました。

(土)の大会最終日も、みんなの心を１つにして三珠 ▼できるだけ原稿を見ずに顔を上げて意見を発表しよ

・市川旋風を巻き起こしてほしいと願っています。 うと努力していた１年生、質問や要望を積極的に出そ

一 二 三 四 五 六 七 計 うとしていた２年生、最高学年らしい堂々とした態度

甲府北東･北西 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ で自分の考えを述べていた３年生と、学年に応じた成

三珠・市川 １ ０ ０ ０ １ ２ × ４ 長を目にすることができました。▼この日の生徒総会

を境に生徒会活動は

一気に加速します。

この日確認したこと

を心に留め、３つの

学年の力を１つに合

わせて三珠中を盛り

上げていきましょう。


